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会例定会議月６
平成 26 年第２回議会定例会が、６月 13 日から 27

日までの 15 日間の日程で開かれ、正副議長選挙の結

果、議長に藤田厚議員、副議長に田中直文議員を選出

したほか、監査委員に永岡静馬議員を選出し、各常任

委員会、議会運営委員会のメンバーが決まりました。

また、議員提案で 4つの特別委員会を設置し、委員を

決定しました。

議案審議では、市長提出議案２件、議員提出議案５

件、陳情 1件が審議され、議員提出議案 1件を除き原

案のとおり可決・同意されました。

また、一般質問では６名の議員が市政全般にわたっ

て、市長の考えをただしました。
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議会の新体制決まる議会の新体制決まる

正
副
議
長
就
任

正
副
議
長
就
任

議長　藤田　　厚

こ
の
度
、
議
員
皆
様
の
推
挙
に
よ
り
議
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
身
に
あ
ま
る
光

栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重

さ
を
感
じ
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
江
津
市
の
発
展
と
、
江
津
市

民
の
よ
り
よ
い
市
民
生
活
の
実
現
の
た
め
、

誠
心
誠
意
、
円
滑
な
る
議
会
運
営
に
努
め
る

と
と
も
に
、
議
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
や
議

会
機
能
の
向
上
に
向
け
て
、
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
へ
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援

や
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
超
少
子
高
齢
化

へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
に
、
議
会
が
一
丸
と

な
り
難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
活

力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
安
全
・
安
心
で
住
み

や
す
い
街
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副議長　田中直文

こ
の
度
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
推
挙
に
よ
り

副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

市
政
推
進
の
た
め
の
二
元
代
表
の
一
翼
を

担
う
議
会
人
と
し
て
、
議
事
機
能
を
充
実
さ

せ
、
議
会
の
公
正
か
つ
適
切
な
る
運
営
に
努

め
、
江
津
市
の
発
展
と
江
津
市
民
の
民
生
安

定
の
た
め
誠
心
誠
意
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
市
政
運
営

で
す
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
昨
年
の
豪
雨

災
害
の
復
旧
・
復
興
対
策
を
は
じ
め
と
し
た

諸
課
題
に
、
将
来
を
見
据
え
て
提
言
で
き
る

議
会
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
江
津
市
議
会
が
市
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
し
っ
か
り
反
映
で
き
る
よ
う
議
員
の
力

を
結
集
し
て
、
適
切
か
つ
柔
軟
な
議
会
運
営

が
行
わ
れ
る
よ
う
議
長
を
支
え
努
力
い
た
し

ま
す
。

よ
ろ
し
く
、
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

議会の新体制決まる

正
副
議
長
就
任

議会の新体制 ２



平成 26 年８月１日

＜総務文教委員会 /８名＞

◎藤間義明　森川佳英　鍛治恵巳子　田中利德

○山本　誉　石橋孝義　藤田　　厚　土井正人

常
　
　

任
　
　

委
　
　

員
　
　

会

藤間義明 委員長　この度、総務文教委員会委員長に

選任いただきました。当委員会の所管は、総務・教育・

会計など広範囲にわたります。所管の様々な問題に対

して委員会のメンバー一丸となって取り組み、皆様の

負託に応えられるよう努力してまいります。

＜建設厚生委員会 /８名＞

◎森脇悦朗　多田伸治　坪内涼二　小林博昭　

○島田修二　河野正行　田中直文　永岡静馬

森脇悦朗 委員長　所管する喫緊の課題である災害復

旧工事の早期完了や少子高齢化、また、今後進められ

る中心市街地整備事業、そして若者定住に向けた雇用

の確保など様々な本市の抱える重要課題解決に向けた

取り組みについて、しっかりと調査し、市民の立場を

考え真摯に審査できるよう環境を整え、委員の皆さん

とともに負託に応えていきたいと思います。

＜予算委員会 /14 名＞

◎山本　誉　○森脇悦朗　

　議長及び監査委員を除く議員 12 名

山本　誉 委員長　この度、予算委員会委員長に選任

いただきました。合併から 10 年経過し、今後は交付

税も減額となり、自主財源に乏しい本市の財政は大変

厳しくなることは明白です。事業の選択と財源の確

保、効果・効率性に基づいた予算審査を行い、市民の

皆様の負託に応える委員会となるよう努力してまいり

ます。

特 

別 

委 

員 

会

議会運営委員会　６名 ◎河野正行　○藤間義明　多田伸治　土井正人　山本　誉

　田中直文

◎島田修二　○土井正人　多田伸治　藤間義明　石橋孝義

　永岡静馬

◎土井正人　○河野正行　鍛治恵巳子　田中利德　森川佳英

　山本　誉

◎島田修二　○多田伸治　坪内涼二　鍛治恵巳子　小林博昭

　田中直文

◎永岡静馬　○森脇悦朗　小林博昭　多田伸治　石橋孝義

　山本　誉

波積ダム対策
特別委員会　６名

地域医療対策
特別委員会　６名

議会広報・情報公開
対策特別委員会　６名

議会改革
特別委員会　６名

◎委員長　○副委員長

３ 議会の新体制（常任委員会・議会運営委員会・特別委員会）
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常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

審
査
内
容

総
務
文
教
委
員
会

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

陳
情
１
件
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
、
異
議
な
く
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

◆
信
号
機
の
設
置
に
つ
い

て
（
陳
情
）

＝
内
容
＝

済
生
会
江
津
総
合
病
院

西
側
で
、
星
島
団
地
の
南

側
の
市
道
江
津
敬
川
線

（
通
称
産
業
道
路
）
と
新

星
島
団
地
幹
線
と
の
交
差

点
に
、
信
号
機
を
設
置
す

る
よ
う
関
係
機
関
に
要
望

の
働
き
か
け
を
求
め
る
も

の
。

※
審
査
に
先
立
ち
、
現
地

に
赴
き
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
現
地
で
は
陳
情
者
を

は
じ
め
、
多
く
の
地
元
関

係
者
か
ら
直
接
説
明
を
受

け
、
走
路
の
状
況
並
び

に
、
周
辺
の
住
宅
情
報
を

視
察
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

信
号
機
の
設
置
の
所

轄
や
市
へ
の
要
望
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

■答
　

信
号
機
は
県
の
公
安

委
員
会
が
設
置
し
て
お

り
、
優
先
順
位
の
高
い
も

の
か
ら
設
置
さ
れ
る
。
市

に
も
同
様
の
要
望
が
あ

り
、
江
津
警
察
署
に
連
絡

を
し
て
い
る
。
江
津
警
察

署
で
地
元
自
治
会
に
確
認

し
、
公
安
委
員
会
に
伝
え

る
と
の
こ
と
。

□問
　
　

こ
れ
ま
で
に
事
故
が

あ
る
の
か
。

■答
　

重
大
事
故
は
起
こ
っ

て
い
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

周
辺
に
は
公
共
施
設
や

住
宅
も
多
く
、
大
き
な
事

故
が
起
こ
る
前
に
設
置
す

べ
き
で
あ
る
。
地
元
住
民

が
危
険
を
感
じ
て
お
り
、

設
置
へ
の
強
い
訴
え
が
伝

わ
る
。
設
置
す
る
方
向
で

ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
あ

る
。

議 決 結 果議 決 結 果議 決 結 果

議案番号 件　　　名 議決結果

坪
内
涼
二

鍛
治
恵
巳
子

小
林
博
昭

田
中
利
德

多
田
伸
治

森
川
佳
英

藤
間
義
明

森
脇
悦
朗

島
田
修
二

石
橋
孝
義

河
野
正
行

土
井
正
人

田
中
直
文

山
本 

誉

永
岡
静
馬

藤
田
　

厚

第

２

回

議

会

定

例

会

議案第36号 特別委員会の設置・委員の選任について 6月13日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

職

は

評

決

権

な

し

議案第37号 特別委員会の設置・委員の選任について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号 特別委員会の設置・委員の選任について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 特別委員会の設置・委員の選任について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第１号
平成25年度島根県江津市一般会計繰越明許費繰越
の報告について

6月18日 報告

報告第２号
平成25年度島根県江津市公共下水道事業特別会計
繰越明許費繰越の報告について

〃 〃

報告第３号
平成25年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計繰越
明許費繰越の報告について

〃 〃

報告第４号
平成25年度島根県江津市水道事業会計予算繰越の報告に
ついて

〃 〃

承認第４号 専決処分報告について 6月18日 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第５号 専決処分報告について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第６号 専決処分報告について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第７号 専決処分報告について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第８号 専決処分報告について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 賛成　　● 反対　　△ 欠席　　斥 除斥

地元住民から交差点の状況の説明を受ける委員

常任員会審査・議決結果 ４
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賛否の分かれた議案の反対・賛成討論賛否の分かれた議案の反対・賛成討論

藤間

現在、集団的自衛権行使容認に向けた議論が進められているが、我が国を取り巻く安全保障環境は一層厳し
さを増しており、もはやどの国も一国のみでは自国の平和と安全を維持することはできず、国際社会と協力し
て地域や世界の平和を確保していくことが必要不可欠である。また、集団的自衛権行使容認が「不測の事態に
備えることが国民の利益にかなう」との意見もある。
そうした中で、今回提出された意見書は、憲法解釈の変更を行わないことを求める意見書となっており、市
議会において憲法解釈について議論することはなじまないと考え、意見書提出には反対する。

意見第１号　集団的自衛権行使を容認する憲法解釈変更を行わないことを
　　　　　　求める意見書の提出について

賛否の分かれた議案の反対・賛成討論

反
対
討
論

森川

全国的に憲法解釈変更へ反対する集会・デモ・討論会などが毎日のように行われ、世論調査でも朝日新聞で
56％、共同通信で55.４％が反対で、全国１０２の自治体議会が反対の意志を示した。
江津市でも第２次世界大戦で２５００人もの戦死者を出しており、郷田小のそばに建つ慰霊碑には「過ちは
繰り返しません…」と刻まれている。このような歴史からも「戦争するな」「憲法９条を守れ」「平和を守
れ」の意志を江津市議会からも示すことを強く求め、意見書の提出に賛成。

多田

安倍首相は国民の批判や不安を無視し、国会で議論もせず、自衛隊の海外派兵を際限なく拡大する憲法解釈
変更の閣議決定をしようとしている。憲法は国民の権利や自由を守るため、国家権力へ縛りをかけるものだ
が、時の権力者の考え方次第で意味合いが変わるならば、国民が持つ基本的人権も危ういものとなる。
日本国憲法はどう読んでも、海外で戦争ができるとは読めない。であるのに、条文を変えることなく解釈変
更で戦争ができるとなれば、憲法が効力を失う。力を持つ者がほしいままに振る舞えば、無法状態となり法律
や条例などを遵守する根拠もなくなる。今後も日本が立憲主義の法治国家として存続するため、意見書提出に
賛成。

島田

日本国憲法は平和主義を基調としており、これまで、日本が世界に平和を訴え続けてこられたのも、この平
和憲法が世界で支持されて来たからである。しかし政府は、これまで憲法違反としてきた「集団的自衛権」の行
使を容認し合憲化を図ろうとしており、集団的自衛権の行使が認められれば、日本の自衛隊が他国の戦争に巻
き込まれる危険性が高まる。
このような事につながる憲法解釈の変更を、時の政府の閣議決定で行おうとしていることに反対であり、意
見書の提出に賛成する。

賛
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平成 26 年８月１日

□問
　
　

田
中
市
政
４
期
16
年

の
総
括
は
。

■答
　

「
市
民
総
ぐ
る
み
総

参
加
の
市
政
」を
展
開
し
、

財
政
再
建
の
た
め
特
段
の

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
桜
江
町
と
の
編
入

合
併
が
成
就
。
平
成
24
年

度
を「
定
住
再
構
築
元
年
」

と
位
置
付
け
、
以
降
定
住

促
進
４
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
み
、
江
津
駅
前

地
区
再
生
整
備
で
「
公
共

公
益
複
合
施
設
」
と
周
辺

整
備
に
着
手
し
て
き
た
。

□問
　
　

次
期
山
下
市
政
に
引

き
継
い
で
ほ
し
い
課
題
は
。

■答
　

長
年
の
県
行
政
で
の

実
績
や
、
五
年
余
り
田
中

市
政
を
支
え
て
い
た
だ

き
、
す
で
に
本
市
の
課
題

や
進
む
べ
き
道
筋
は
熟
知

し
て
お
ら
れ
る
。
独
自
の

カ
ラ
ー
を
存
分
に
発
揮
さ

れ
、
公
約
の
「
持
続
可
能

な
市
政
運
営
、
小
さ
く
と

も
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
」

を
目
指
し
、
市
政
発
展
に

向
け
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を

切
望
す
る
。

田中市政の総括は

市長／市民総ぐるみの市政を展開

市
政
運
営

生活交通

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

　
　
　
　
　
　

導
入
を

市
長
／
手
法
に
と
ら
わ
れ
ず
検
討

石橋孝義

多田伸治

□問
　
　

生
活
交
通
バ
ス
は
市

民
か
ら
の
要
望
に
応
え
て

い
な
い
。ど
う
考
え
る
か
。

■答
　

鉄
道
・
バ
ス
な
ど

民
間
業
者
と
自
治
体
で

市
民
生
活
を
支
援
す
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

も
議
論
し
て
も
ら
う
。

□問
　
　

財
源
も
人
員
も
な
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
バ

ス
を
走
ら
せ
る
具
体
的
な

説
明
を
。

■答
　

無
償
で
走
ら
せ
る
こ

と
も
可
能
。
協
議
し
て
計

画
を
つ
く
る
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
け
で
な

く
、
国
の
交
通
政
策
基
本

計
画
を
踏
ま
え
、
今
年
度

末
か
ら
来
年
度
に
あ
り
方

を
示
す
。

□問
　
　

岐
阜
県
美
濃
市
は
年

間
４
０
０
０
万
円
で
「
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
」
を
実

施
し
て
い
る
。
本
市
が
す

で
に
行
っ
て
い
る
生
活
交

通
バ
ス
事
業
１
３
０
０
万

円
と
石
見
交
通
へ
の
補
助

２
３
０
０
万
円
の
予
算
で

財
源
が
確
保
で
き
、
タ
ク

シ
ー
業
者
へ
の
委
託
で
雇

用
対
策
に
も
な
る
。
導
入

を
。■答

　

基
本
的
な
考
え

方
は
変
わ
ら
な
い
。

国
や
県
の
動
向
を
注

視
し
、
交
通
施
策
の

立
案
に
取
り
組
む
。

□問
　
　

交
通
弱
者
が
い

る
現
状
を
ど
う
考
え

る
か
。

■答
　

新
市
建
設
計
画

の
循
環
バ
ス
事
業
実

現
へ
、
手
法
に
と
ら

わ
れ
ず
検
討
す
る
。

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

※
原
稿
は
質
問
し

た
議
員
自
身
が
要

旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

□問
　
　

循
環
バ
ス
事
業
は
計

画
策
定
後
10
年
経
っ
て
も

進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、

公
共
交
通
を
基
軸
と
す
る

現
在
の
や
り
方
で
は
利
便

性
が
低
い
。
考
え
方
の
変

更
を
。

■答
　

な
に
も
し
て
い
な
い

わ
け
で
は
な
く
、
平
成
21

年
度
か
ら
生
活
交
通
バ
ス

を
運
行
し
て
い
る
。

□問
　
　

循
環
バ
ス
事
業
の
進

捗
率
は
０
％
。
生
活
交
通

バ
ス
の
利
便
性
も
低
い
。

利
用
率
の
高
い
路
線
は
委

託
業
者
の
努
力
に
よ
る
も

の
。
そ
れ
が
な
い
有
福
・

千
田
線
の
利
用
状
況
は
。

■答
　

１
日
の
乗
車
人
数
は

０
・
５
５
人
。

今年は桜江町と合併10周年。市章も合併時に
制定されて10年が経過。

運行系統 乗車密度
周布～有福温泉～江津駅前 2.8
周布～宇野～有福温泉 1.7
江津駅前～大橋東詰～嘉戸塩田口 0.4
済生会病院～江津駅前～嘉戸塩田口 0.3
周布～西波子～有福温泉 2.9
周布～西波子～済生会病院～江津駅前 3.8
周布～西波子～沖田クリニック～江津駅前 3.4
済生会病院～岩貝～川戸駅 0.1
済生会病院～波積～大家 0.4
済生会病院～波積～大家回転場 1.7
済生会病院～浅利駅口～波積 0.3
大田市立病院前～仁万駅前～済生会病院 3.8

一般質問 ６



平成 26 年８月１日

□問
　
　

昨
年
の
災
害
を
教
訓

と
し
た
、
検
証
や
具
体
的

な
見
直
し
は
。

■答
　

災
害
発
生
時
の
初
動

体
制
に
つ
い
て
見
直
し
、

明
る
い
う
ち
に
各
地
区
に

地
区
班
を
配
置
す
る
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
早

期
の
避
難
に
対
応
す
る
体

制
を
と
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
す
で
に
役
割
分
担

な
ど
も
確
認
を
行
い
、
情

報
班
専
任
に
よ
る
情
報
選

別
な
ど
新
た
な
手
法
も
取

り
入
れ
た
。

□問
　
　

災
害
の
影
響
で
16
億

円
余
の
膨
大
な
費
用
が
繰

り
越
さ
れ
て
い
る
が
、
復

旧
工
事
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
。

■答
　

25
年
度
で
、
公
共

土
木
施
設
は
発
注
率
50
・

９
％
、
着
手
率
29
％
で
、

農
地
と
農
業
用
施
設
は
そ

れ
ぞ
れ
58
・
３
％
、
53
・

７
％
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
進
捗
状
況

を
勘
案
し
計
画

的
な
発
注
を
行

う
。
ま
た
対
応

は
市
内
業
者
に

お
願
い
し
、
人

的
被
害
な
ど
を

懸
念
す
る
箇
所

を
優
先
的
に
工

事
着
手
す
る
よ

う
調
整
を
図
る
。

【
教
育
改
革
】

□問
　
　

全
国
初
と

な
る
佐
賀
県
武

雄
市
の
官
民
一

体
と
な
っ
た
学
校
運
営
は

過
疎
対
策
に
も
つ
な
が
る

と
い
う
。
本
市
の
教
育
改

革
の
見
解
は
。

■答
　

当
面
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
は
考
え

て
い
な
い
。

心
の
教
育
、
人
権
教
育

の
推
進
、
い
じ
め
を
許
さ

な
い
体
制
づ
く
り
、
不
登

校
の
未
然
防
止
と
学
校

復
帰
を
目
指
し
た
支
援
、

ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
、
本

市
独
自
の
手
法
で
や
っ
て

い
く
こ
と
が
特
色
と
捉
え

て
い
る
。

進捗状況と見通しは

市長／教訓を活かし対応

災
害
復
旧

教育施策

諸
問
題
へ
の
対
応
を

教
育
長
／
し
っ
か
り
取
り
組
む

山本　誉

田中利德

□問
　
　

江
津
の
宝
で
あ
る
児

童
生
徒
の
将
来
は
義
務
教

育
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右

さ
れ
る
。
本
市
の
義
務
教

育
の
現
状
は
。

■答
　

本
市
の
子
ど
も
た
ち

は
素
直
で
明
る
く
快
活
で

あ
り
、
生
徒
会
活
動
や
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
部
活
動
な
ど
で
も
頑

張
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

課
題
は
学
習
時
間
の
確
保

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
。

現
在
、
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア

デ
ー
を
設
定
し
、
家
庭
学

習
や
家
族
と
の
触
れ
合
い

の
時
間
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。

□問
　
　

全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果
を
県
内
で

は
松
江
市
が
学
校
別
に
公

表
す
る
が
、
本
市
の
対
応

は
。■答

　

６
月
２
日
に
教
育
委

員
会
で
協
議
し
、
過
度
の

競
争
や
学
校
間
の
序
列
を

招
か
な
い
た
め
の
配
慮
か

ら
、
公
表
し
な
い
こ
と
に

し
た
。

□問
　
　

学
校
教
育
の
大
き
な

柱
で
あ
る
教
員
の
指
導
力

向
上
対
策
は
。

■答
　

本
市
で
は
、
２
名
の

教
科
担
当
指
導
主
事
を
配

置
し
て
い
る
。
定
期
的
に

学
校
訪
問
し
、
具
体
的
な

学
習
に
つ
い
て
の
指
導
・

助
言
を
行
い
指
導
力
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
、
家
勉
充
実
・
授
業
改

善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
、
学
力
調
査
の
分
析

結
果
を
活
か
し
、
家
庭
学

習
充
実
を
推
進
す
る
。

急ピッチで作業が行われている災害復旧工事現場

科学を通して子どもたちを地域で育てようと取り組ま
れているサッカーロボット教室（写真はジュニアロボ
カップ島根大会）

一般質問７



平成 26 年８月１日

□問
　
　

雨
期
に
入
り
、
ま
た

被
害
が
出
る
の
で
は
と
の

不
安
が
あ
る
。
災
害
復
旧

は
他
の
課
題
と
は
同
列
に

で
き
な
い
も
の
で
、
住
民

を
守
る
こ
と
が
何
よ
り
も

優
先
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る

方
法
を
尽
く
し
被
害
を
防

ぐ
取
り
組
み
を
。

■答
　

裏
山
の
崩
落
な
ど
は

す
で
に
工
事
発
注
し
て
い

る
。
ま
た
、
再
被
害
の
可

能
性
の
あ
る
箇
所
へ
は
点

検
・
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

状
況
を
住
民
へ
報
告
し
て

い
る
。
昨
年
の
反
省
を
踏

ま
え
、
雨
に
対
し
て
十
分

に
対
応
し
た
い
。

【
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
】

□問
　
　

県
内
他
市
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
状

況
は
。

■答
　

大
田
市
で
は
、
工
事

費
50
万
円
以
上
の
新
増

築
・
改
修
に
一
律
５
万

円
を
補
助
し
、
25
年
度

優先的対応を

市長／懸命に努力したい

災
害
復
旧

防災対策

水
位
観
測
地
点
の
増
設
を

市
長
／
県
へ
重
点
要
望

森川佳英

森脇悦朗

□問
　
　

災
害
へ
の
備
え
や
避

難
時
期
の
判
断
を
す
る
た

め
に
は
、
雨
量
デ
ー
タ
と

と
も
に
河
川
水
位
観
測

デ
ー
タ
が
必
要
。
上
流
部

の
観
測
が
で
き
る
よ
う
水

位
計
な
ど
の
増
設
を
。

■答
　

昨
年
の
豪
雨
災
害
時

に
は
、
敬
川
上
流
部
に
水

位
計
が
な
い
た
め
、
跡
市

地
区
の
浸
水
は
住
民
の
通

報
で
知
っ
た
。
八
戸
川
に

つ
い
て
も
、
水
位
計
は
あ

る
が
避
難
基
準
と
な
る
特

別
警
戒
水
位
の
設
定
が
な

い
。
県
へ
の
重
点
要
望
と

し
て
、
八
戸
川
、
敬
川
の

水
位
周
知
河
川
の
指
定
を

要
望
し
て
い
る
。

□問
　
　

危
険
な
裏
山
を
か
か

え
る
住
民
に
と
っ
て
は
、

各
自
で
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
土
砂
災
害
の

前
触
れ
や
避
難
の
目
安
が

わ
か
る
よ
う
広
報
活
動

を
。■答

　

災
害
時
の
写
真
や
動

画
に
よ
る
防
災
出
前
講
座

を
実
施
し
て
い
る
の
で
活

用
し
て
ほ
し
い
。
市
広
報

事
に
つ
い
て
、
地
域
経
済

を
支
え
る
た
め
に
は
市
内
業

者
で
の
事
業
消
化
が
求
め

ら
れ
る
。
市
外
県
外
か
ら

人
材
確
保
を
行
っ
た
場
合

の
経
費
な
ど
も
積
算
す
べ

き
で
は
。

■答
　

市
内
業
者
の
労
働
者

確
保
は
大
き
な
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
県
が
試
行

し
て
い
る
が
、
遠
隔
地
か

ら
の
労
働
者
確
保
対
策
と

し
て
、
宿
泊
費
や
交
通
費

な
ど
経
費
の
一
部
を
計
上

す
る
支
援
の
動
き
も
あ
り
、

施
工
業
者
の
実
態
を
把
握

す
る
中
で
積
算
方
法
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

に
お
い
て
も
折
に

触
れ
、
防
災
特
集

を
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
防
災
行
政

無
線
戸
別
受
信
機

や
防
災
メ
ー
ル
利

用
促
進
の
チ
ラ
シ

な
ど
も
配
布
し
て

い
る
。
今
後
も
分

か
り
や
す
い
内
容

の
充
実
し
た
広
報

活
動
を
継
続
す

る
。□問

　
　

災
害
復
旧
工

は
２
２
０
０
万

円
の
予
算
に
対

し
、
４
３
２
件

２
１
６
０
万
円
の

需
要
が
あ
っ
た
。

浜
田
市
で
は
耐
震

基
準
に
適
合
し
た

改
修
に
工
事
費
の

10
分
の
１
で
上

限
20
万
円
ま
で

助
成
し
、
25
年
度

は
１
０
０
０
万

円
の
予
算
に
対
し
、

55
件
９
６
７
万

円
の
需
要
が
あ
っ

た
。□問

　
　

答
弁
か
ら
も
経
済
効

果
が
認
め
ら
れ
る
。
地
元

で
生
ま
れ
た
お
金
が
地
元

で
動
く
仕
組
み
を
つ
く

り
、
市
内
中
小
業
者
を
後

押
し
す
る
た
め
、
本
市
で

も
新
し
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
創
設
を
。

■答
　

今
あ
る
制
度
を
最
大

限
活
用
す
れ
ば
、
市
民
の

負
担
は
軽
減
さ
れ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
災
害
復
旧

に
約
48
億
円
も
か
か
っ
て

い
る
中
で
、
財
政
負
担
を

伴
う
新
た
な
制
度
創
設
は

非
常
に
困
難
。

早めの避難を呼びかけるチラシ

昨年の大雨で家のすぐそばまで裏山が崩落
（Ｈ25・８・31）

一般質問 ８
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議 員 紹 介

　坪
つぼうち

内　涼
りょうじ

二（32）

① 1期　②浅利町

③政友クラブ

６月１日に実施されました「江津市議会議員選挙」において当選し、市民の皆さんの代表として、市政発展のため取り組

む議員16名を紹介します。※議席順に掲載（年齢は６月１日現在）

　 鍛
か じ

治　恵
え み こ

巳子（43）

① 1期　②渡津町

③政友クラブ

　小
こばやし

林　博
ひろあき

昭（65）

① 1期　②敬川町

③政友クラブ

　田
た な か

中　利
としのり

德（65）

① 1期 ②嘉久志町

③政友クラブ

　多
た だ

田　伸
し ん じ

治（39）

①２期　②渡津町

③日本共産党江津市議会議員団

　森
もりかわ

川　佳
よしひで

英（58）

①２期　②千田町

③日本共産党江津市議会議員団

　藤
と う ま

間　義
よしあき

明（63）

①２期 ②都野津町

③政友クラブ

　森
もりわき

脇　悦
えつろう

朗（52）

①３期 ②跡市町

③会派なし

　島
し ま だ

田　修
しゅうじ

二（55）

①３期　②後地町

③市民クラブ

　石
いしばし

橋　孝
たかよし

義（66）

①３期　②都治町

③会派なし

　河
こ う の

野　正
まさゆき

行（55）

①４期　②二宮町

③政友クラブ

　藤
ふ じ た

田　　厚
あつし

（64）

①４期　②桜江町

③政友クラブ

　土
ど い

井　正
ま さ と

人（68）

①４期　②松川町

③政友クラブ

　田
た な か

中　直
なおふみ

文（72）

①４期　②桜江町

③政友クラブ

　山
やまもと

本　　誉
ほまる

（56）

①５期　②和木町

③市民クラブ

　永
ながおか

岡　静
し ず ま

馬（59）

①５期　②二宮町

③会派なし

議席番号・氏名（年齢）

①期数　②住所　③会派

□1 □2 □3

□5 □6 □7

□9 □10 □11

□13 □14 □15

□4

□8

□12

□16

議員紹介９



議　

長　

藤
田　
　

厚

委
員
長　

島
田　

修
二

副
委
員
長　

多
田　

伸
治

委　

員　

坪
内　

涼
二

委　

員　

鍛
治
恵
巳
子

委　

員　

小
林　

博
昭

委　

員　

田
中　

直
文

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・
情
報
公
開

対
策
特
別
委
員
会

編　

集　

後　

記

改
選
後
、
新
た
な
メ
ン

バ
ー
で
初
め
て
の
編
集
作

業
が
終
了
し
ま
し
た
。
新

人
委
員
が
３
名
と
い
う
こ

と
で
若
干
の
不
安
を
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

全
委
員
の
協
力
で
無
事
発

行
で
き
、
正
直
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
当
委
員
会

で
は
、
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
市
議
会
が
身
近

に
、
そ
し
て
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
な
る
こ
と
を
目

標
に
、
年
４
回
の
「
市
議

○
次
回
定
例
会
日
程

９
月
１
日（
月
）
か
ら

９
月
22
日（
月
）ま
で
の

予
定
で
す
。

お
知
ら
せ

◆
全
国
市
議
会
議
長
会

☆
普
通
表
彰

（
議
員
10
年
以
上
）

・
藤
田　

厚

・
田
中
直
文

（
正
副
議
長
４
年
以
上
）

・
土
井
正
人

◆
中
国
市
議
会
議
長
会

☆
議
員
特
別
表
彰

（
議
員
16
年
以
上
）

表　

彰

改
選
後
、
初
の
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

○
請
願
・
陳
情
の

　
　

受
付
に
つ
い
て

請
願
書
及
び
陳
情
書
の

受
付
は
、
本
会
議
初
日
の

８
日
前
の
午
前
中
ま
で
で

す
。

〔
例
〕

９
月
定
例
会
で
、
本
会

議
初
日
９
月
１
日
の
場
合

『
８
月
22
日
の
午
前
中
ま

で
』
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
過
ぎ
ま
す
と
、

次
定
例
会
（
12
月
定
例

会
）
に
付
託
・
審
議
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
２
年
間

は
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の

皆
様
に
、
分
か
り
や
す
く

読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

心
が
け
、「
市
議
会
だ
よ

り
」
の
紙
面
づ
く
り
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
島
田
修
二
）

人　

事

◆
監
査
委
員

・
永
岡
静
馬

お知らせ

・
山
本　

誉

・
永
岡
静
馬

・
福
原
昭
平

（
議
員
12
年
以
上
）

・
河
野
正
行

・
藤
田　

厚

・
土
井
正
人

・
田
中
直
文

☆
議
員
普
通
表
彰

（
議
員
８
年
以
上
）

・
森
脇
悦
朗

・
島
田
修
二

・
茅
島　

昇

・
石
橋
孝
義

・
盆
子
原
民
生

☆
正
副
議
長
普
通
表
彰

（
正
副
議
長
３
年
以
上
）

・
河
野
正
行

７月３日（木）、渡津町の江津港で行われたヒ
ラメの稚魚放流体験。小学生に「栽培漁業」
を知ってもらおうと毎年行われています。建
設厚生委員会のメンバーも参加し、渡津小学
校の５年生児童と一緒に、約 1000 匹のヒラ
メの稚魚を放流しました。

９月定例会ののち、４会場に分かれて開催

新しいメンバーでの初の報告会です。
多くの皆さんの参加をお待ちしています。

会　　場 開催日時

江津本町甍街道
交流館（山辺神
社参道内旧役場）

波　　　　　積

ふれあいホール

市　山　生　涯

学習センター

10月18日（土）
19：00 ～
20：30

10月25日（土）
19：00 ～
20：30

10月31日（金）
19：00 ～
20：30

11月１日（土）
19：00 ～
20：30

波 子 公 民 館

大きくなって江津の海に帰っておいで大きくなって江津の海に帰っておいで

議会広報・情報公開対策特別委員会の新
メンバーです。よろしくお願いします。

平成 26 年８月１日 10お知らせ・編集後記




